






























































１－１ 朝鮮種人参とは何か  
人参＝朝鮮人参＝朝鮮種人参は、うこぎ科多年草、和名はオタネニンジン、学名はPanax ginseng C.A.Meyで薬用部分は























































































































































































































































回 出張者 年 出発 帰着 日数 
1 田村元雄① 宝暦13(1763)年 8(9)月11(18)日 8(10)月29(6)日 19 
2 植村左源次 明和元(1764)年 8(9)月晦日(25) 記載なし ― 
3 田村元雄② 明和2(1765)年 8(9)月14(28)日 10(11)月2(14)日 48 
4 植村左源次 明和3(1766)年 記載なし 記載なし ― 
5 田村元雄③ 明和4(1767)年 閏9(10)月(24)日 10(12)月晦日(20) 58 
6 植村左源次 明和5(1768)年 8(9)月12(22)日 記載なし ― 
7 田村元雄④ 明和6(1769)年 8(9)月23(22)日 10(11)月13(10)日 50 
8 植村左源次 明和7(1770)年 7(9)月24(13)日 記載なし ― 
9 田村元雄⑤ 明和8(1771)年 8(9)月13(21)日 10(11)月5(11)日 52 
10 植村左源次 安永元(1772)年 8(9)月13(10)日 記載なし ― 
11 田村元雄⑥ 安永2(1773)年 8(10)月28(14)日 10(12)月23(6)日 54 
12 植村左源次 安永3(1774)年 7(8)月21(27)日 記載なし ― 




















 １ 人馬賃 
   金 15 両 但し小判、うち小粒6両 
   但し、人足２人、馬２匹、長持運び人足４人、伝馬人の賃金10人 
      １里につき24文、１日8里歩くとして30日分 
   申請先：払方御金奉行(3人の奉行の姓名を並列して記入) 
 ２ 宿泊銀 
   銀２枚、１ケ月分 
   申請先：払方御金奉行(3人の奉行の姓名を並列して記入) 
 ３ 合力米 27   







   申請先：浅草御蔵奉行（12人の奉行の姓名を並列して記入） 
 ４ 扶持米 
   米 ３石 京升、但し、10人扶持１倍の割、１日１斗30日分 













 ２ 宿泊銀 
   返却について記載がない。 
 ３ 合力米 
   前払い米５石；返却分１石９斗、11日分返却 
   注：5石÷30ｘ11＝1石８斗3升、端数切り上げで１石9斗になる。 
 4 扶持米 
   前払3石；返却分１石１斗、11日分返却 
































  製法手伝頭取 長崎栄助・岡谷彦七 
  製法上手伝  森下直右衛門・畑中正右衛門・三浦利兵衛・山崎平兵衛・岡田源兵衛 
         小野重兵衛・滝川惣兵衛・上田勘七・加藤平助・松井千蔵 
  製法並手伝  高橋市左衛門・中澤養亭・土谷籐七・寺尾吉兵衛・関助右衛門 










  金23両２分 製法手伝頭取  2人 
 金20両   製法上手伝  10人 




  金 7両２分 製法所門番   2人 









  右私倅元長儀、人参御製法場へ指出、手伝等為仕度奉存候、依之奉願候、以上 

























  一 朝鮮種人参製法御被仰付、段々御指図御伝授被下候通、急度相守、製造之処 
相励可申候事。 
附、他之俗製并偽物等、決して相構申間候事。 
  一 右製法御相伝之儀、知音は不及申、雖為親子兄弟、他言・他見仕間敷事。 










  署名と血判 
    
 当時は神仏と他の神様の前で誓ったことに違反すれば、大きな罰を受けると信じられていた。このような誓いをすること











    八月廿八日      一色安芸守 








































  土人参  23,390 貫 ：キロに換算する 23,390貫x3.75kg＝87,313kg (100%) 



















































































































  大石学(2001)『吉宗と享保の改革』東京堂出版 159-180頁 
2 輸入の半減。高柳真三・石井良助編(1934)『御觸書寛保集成』980頁 
 享保2年11月 
  御勘定奉行 









  松島博(1974)『近世伊勢における本草学者の研究』講談社 203 - 223頁 
4 坂上玄台(1764)『朝鮮人参耕作記』25丁オ 
  余、幸ありて丁巳の夏辱く台命ありて朝鮮人参の実二拾粒を賜ふ。即ち百花街に植て繁茂する事歳あり。 














8 藤田覚 解題『日記』310-311頁 
9 『こぼれ話』30-40頁 
10 斎藤洋一翻刻・現代語訳(1993)『日本農業全集４５「朝鮮人参耕作記」』農山漁村文化協会 438 – 446頁 
























14-2 日本種人参。和名：トチバニンジン(チクセツニンジン)。学名Panax japonicus C. A. Mey. うこぎ科多年草、日本特産。『牧野薬草大
図鑑』No. 649      
14-3 呂大径がいう広東人参。 
 和名：サンシチニンジン。学名：Panax notoginseng (Burk.)F. H. Chen 
 うこぎ科多年草。中国雲南省東南部から広西省西南部の限られた山林に自生する。 
 薬用部分：根。薬効：止血、消腫、鎮痛、消炎など。『牧野薬草大図鑑』No.650 
15 熊田一(1979)『野州一国御用作・朝鮮種人参の歴史』熊田一先生著作頒布会 11頁 
16 朝鮮種人参売座について、宝暦13年に複数の触書が公布された。 
 １）岡田治助に朝鮮種人参座の解説を許可する 
  定式樋橋切組方并御賄方人足請負人 
   神田佐久間壱丁目 
   岡田治助 
右之者来申年より子年迄五ケ年之間、朝鮮種人参売座引請、御勘定所にて申付有之候旨、従町御奉行所被仰渡候間、不洩様可申通旨、
宝暦十三未年十月八日樽屋にて被申渡候旨、年番通達。 
                       －撰要永久録御觸事巻三十三 





   宝暦十三年十月十日              町年寄三人 
                         －正宝録続 
  ３）人参座を設置した。詳細は一色安芸守（勘定奉行）に問い合わせよ 
神田紺屋町三丁目岡田治助朝鮮種人参座相立候。求候様委細一色安芸守え可承合候。 
     宝暦十三年十一月廿三日          －柳営日次 
17 広東人参の起源植物。和名：アメリカニンジン。学名：Panax quinquefolium L.。 
 うこぎ科多年草。薬用部分は根。『牧野薬草大図鑑』(1988)No. 651 
18 拙稿「カナダ産人参の長崎到来までの経緯」『洋学』2019年版に掲載予定。 
19-1 朝鮮種人参の販売網。 正宝録続『東京市史稿』産業編第二十一526 - 529頁 
 明和元年閏十二月二十七日  
  関八洲并東海道之内伊賀伊勢志摩尾張三河遠江駿河甲斐伊豆下売 
                本町四丁目  袴屋庄八 
                       袴屋吉兵衛 
                       酢屋平兵衛 
                       中村屋伊平衛 




               同 三丁目   酢屋弥兵衛 
                       伊勢屋儀兵衛 
               南伝馬町壱丁目 伊勢屋孫八 
                以下略 
19-2 朝鮮種人参の売りさばき法の変更。『東京市史稿』第22 242-243頁 













：うまのすずくさ科多年草、和名ウスバサイシン、学名Asarum sieboldii Miq. 薬用部分は根および根茎。せき止め、痛み止め、
うがい薬に使用。 





：きんぽうげ科多年草、和名サラシナショウマ、学名Cimicifuga simplex Wormsk. 産地の木の陰、草地などに生える。薬用部分
は根茎、日干しにする。頭痛、喉の痛みどめ。『牧野薬草大図鑑』No.170 
23 楓樹：和名フウ 学名Liquidambar formosana Hance. まんさく科落葉高木、高さ40メートルくらい。1720年代に中国からはいって
きて、時に庭園に植えられた。この木から採れる樹脂は疥癬、結核性の疾患に使用された。『牧野薬草大図鑑』No.309；『新注・校訂国
訳本草綱目』第９巻 192頁 
 『中薬大辞典』（2006）No. 2706  
24 草野冴子(2002)『万年帳零話』「幻の雛型」115-124頁 
25 石鐘乳 『新注校訂・国訳本草綱目』第３巻425頁 




  鍾乳洞の天井からたれさがった、天井に近い内部で、中が中空になっている部分。Stalactite 主成分は炭酸カルシウム CaCO3  
27 竹内誠編(2003)『江戸幕府事典』東京堂 









30 起請文の由来の解説がある。草野冴子『こぼれ話』61-71頁。  
31 小村弌(1999)『出雲国朝鮮人参史の研究』八坂書房 68-71頁 
32 斎藤直成編(1981)『江戸切絵図集成第一巻』中央公論社 
＊宝暦5年刊の安永4年改定 吉文字屋・美濃屋 版 「東都番町」に〈人参製法所〉と〈蜂屋左兵衛〉の記載がある。18-19頁。 




33 江戸の薬種屋・薬種問屋：『東京市史稿』産業編 第二十一巻526-528頁 正宝録続 
  本町四丁目：薬種屋、袴屋庄八はじめ5人。 
  本町三丁目：薬種屋、酢屋弥兵衛と伊勢屋儀兵衛の2人。 
        薬種問屋、日野屋治兵衛はじめ21人。 
  南伝馬町一丁目：薬種屋、伊勢屋孫八1人。 
  伊勢町：薬種屋、伊勢屋佐兵衛と酒井屋忠兵衛の2人。 
  総計 31人。 
































参考資料 出雲国人参の製造法 小村弌(1999)『出雲国朝鮮人参史の研究』68頁 























    











































































 「人参座」の下に「田村元ユウ」の記載がある。 吉文字屋・美濃屋版 明和七年刊。 
出典：斉藤直成編(1981)『江戸切絵図集成第１巻』中央公論社 58-59頁の一部 
  地図２ 神田濱町日本橋北絵図 
 
                         直立した細い人参          
 
   枝分かれして 
































































































































































人参図４ 上段・人参植物地上部。 下段・「朝鮮種人参」の代表的な３商品。  
